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夜
光
命
と
裸
男
と
に
、
山
神
を
加
へ
て
三
人
、
押
上
に
て
電
車
を
下
り
、
東
に
行
く
こ
と
三
町
ば
か
り
に
し
て
、

柳
島
の
妙
見
堂
に
至
る
。
堂
は
先
年
火
災
に
罹
り
た
る
が
、
新
た
に
建
て
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
、
靈
松
は
二
つ

な
が
ら
枯
れ
て
、
之
に
代
る
も
の
無
し
。
稻
荷
に
狐
、
妙
見
に
白
蛇
、
知
ら
ず
、
松
の
空
洞
の
中
の
白
蛇
な
ほ

恙
な
き
や
否
や
。
近
松
門
左
衞
門
の
碑
、
歌
川
豐
國
埋
筆
の
碑
な
ど
あ
り
。
こ
の
あ
た
り
に
名
高
き
橋
本
と
い

ふ
料
理
店
を
左
に
見
て
、
妙
見
橋
を
渡
り
、
川
に
沿
う
て
右
折
し
て
萩
寺
に
至
る
。
小
さ
き
山
門
に
小
さ
き
仁

王
あ
り
。
而
も
石
製
也
。
『
東
京
に
石
の
仁
王
あ
る
は
、
雜
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
と
、
田
端
の
與
樂
寺
と
、
瀧

野
川
の
金
剛
寺
と
、
戸
塚
の
亮
朝
院
と
、
こ
ゝ
と
の
み
な
り
』
と
夜
光
命
説
明
す
。
門
内
に
萩
の
切
株
五
六
十

あ
り
。
『
も
と
は
ず
つ
と
多
か
り
き
。
眞
の
名
は
龍
眼
寺
な
る
が
、
萩
多
き
故
萩
寺
と
稱
す
。
そ
の
萩
を
植
ゑ

た
る
に
就
き
二
説
あ
り
。
其
の
一
は
、
住
持
博
奕
を
好
み
、
殊
に
上
手
な
り
け
れ
ば
、
往
い
て
相
手
に
な
る
者
、

み
な
負
け
て
剥
取
ら
れ
た
り
。
囚
つ
て
世
人
、
剥
寺
と
稱
す
。
後
の
住
持
一
計
を
案
じ
、
萩
を
植
ゑ
て
、
剥
寺

を
變
じ
て
萩
寺
と
な
し
た
り
と
。
其
の
二
は
、
も
と
此
の
あ
た
り
に
は
追
剥
多
く
出
で
た
れ
ば
、
因
つ
て
世
人
、

追
剥
を
略
し
て
剥
寺
と
稱
す
。
住
持
萩
を
植
ゑ
て
、
萩
寺
と
稱
せ
し
む
る
に
至
れ
り
と
。
二
説
い
づ
れ
に
し
て

も
、
禍
を
轉
じ
て
福
と
な
す
。
氣
の
利
き
た
る
住
持
也
。
徒
然
草
の
榎
木
僧
正
と
は
、
あ
べ
こ
べ
な
り
』
と
、

夜
光
命
説
明
す
れ
ば
、
『
そ
の
榎
木
僧
正
と
は
』
と
山
神
問
ふ
。
『
良
覺
僧
正
と
て
極
め
て
腹
立
ち
易
き
坊
主

あ
り
。
坊
の
傍
ら
に
榎
木
あ
り
け
れ
ば
、
世
人
冷
か
し
て
榎
木
僧
正
と
い
ふ
。
僧
正
怒
り
て
榎
木
を
切
る
。
切

株
な
ほ
存
す
。
世
人
因
つ
て
切
株
の
僧
正
と
い
ふ
。
僧
正
愈
〻
怒
り
て
、
其
の
切
株
を
掘
り
取
る
。
其
の
跡
池
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と
な
る
。
世
人
因
つ
て
堀
池
の
僧
正
と
云
へ
り
』
と
夜
光
命
重
ね
て
説
明
す
。
裸
男
、
山
神
を
顧
み
、
『
卿
も

榎
木
僧
正
の
仲
間
に
非
ず
や
』
と
云
へ
ば
、
『
口
が
惡
い
』
と
て
嗔
る
。
『
そ
の
嗔
る
が
兪
〻
以
て
榎
木
的
な

り
』
と
冷
か
せ
ば
、
泣
き
さ
う
に
な
る
。
裸
男
歎
息
し
て
曰
く
、
『
女
子
と
小
人
と
は
、
養
ひ
難
い
哉
』
。

　
寺
男
を
頼
み
て
、
庭
の
木
戸
を
開
け
て
も
ら
ひ
、
池
畔
に
立
て
る
萩
の
舍
大
人
落
合
直
文
先
生
の
歌
碑
を
見

る
。
其
の
歌
に
曰
く
、

　
　
萩
寺
の
萩
お
も
し
ろ
し
露
の
身
の

　
　
　
　
お
く
つ
き
處
こ
ゝ
と
定
め
む

　
去
つ
て
、
龜
戸
天
神
に
詣
づ
。
府
下
有
數
の
名
祠
也
。
池
の
中
央
、
賽
路
に
方
り
て
、
二
つ
の
太
鼓
橋
あ
り
。

池
に
は
鯉
多
く
、
池
を
め
ぐ
り
て
藤
棚
相
連
な
る
。
祠
後
の
梅
林
無
く
な
り
、
そ
の
代
り
に
藤
棚
出
來
て
、
龜

戸
天
神
は
益
〻
藤
の
名
所
也
。
菅
公
の
生
前
、
さ
ん
／
″
＼
藤
原
氏
に
責
め
ら
れ
た
る
に
、
神
と
な
り
て
も
、

な
ほ
藤
責
め
に
な
る
と
は
、
如
何
な
る
因
縁
ぞ
や
。
境
内
に
石
碑
多
き
が
中
に
、
中
江
兆
民
翁
の
碑
、
殊
に
人

の
目
を
惹
く
。

　
枯
れ
殘
り
た
る
臥
龍
梅
を
一
瞥
し
て
去
る
。
東
京
第
一
の
梅
林
な
り
き
、
水
戸
義
公
、
臥
龍
梅
と
命
名
し
た

り
き
。
徳
川
八
代
將
軍
、
更
に
代
繼
梅
と
命
名
し
た
り
き
。
明
治
の
初
に
は
、
皇
太
后
の
行
啓
さ
へ
あ
り
き
な

ど
い
ふ
も
、
死
兒
の
齡
を
數
ふ
る
の
類
な
る
べ
し
。
木
下
川









梅
園
も
無
く
な
り
た
り
、
江
東
梅
園
も
無
く
な
り

た
り
。
江
東
の
地
、
一
に
何
ぞ
梅
に
祟
る
や
。
而
し
て
烟
突
多
く
な
れ
り
。

　
吾
嬬
村
に
至
り
て
、
吾
嬬
神
社
に
詣
づ
。
弟
橘
姫
を
祀
る
。
祠
の
右
に
楠
の
大
木
あ
り
。
連
理
楠
と
稱
す
。
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左
に
吾
嬬
森
の
碑
あ
り
。
『
東
京
近
郊
名
所
圖
繪
』
に
據
れ
ば
、
『
こ
れ
尊
王
の
犧
牲
と
な
り
た
る
山
縣
大
貳

の
撰
に
係
る
。
藤
原
博
古
と
あ
る
は
、
大
貳
刑
死
の
後
、
神
官
累
の
及
ば
む
こ
と
を
恐
れ
て
、
斯
く
刻
し
換
へ

た
る
也
。
下
總
國
葛
飾
郡
吾
嬬
森
碑
と
あ
り
。
そ
の
下
總
の
二
字
に
注
目
せ
よ
。
兩
國
橋
の
名
に
も
知
ら
る
ゝ

如
く
、
隅
田
川
以
東
は
下
總
國
な
り
し
が
、
徳
川
幕
府
は
小
利
根
川
以
西
を
武
藏
國
に
取
入
れ
た
り
。
大
貳
之

を
知
ら
ざ
る
筈
な
し
。
わ
ざ
と
下
總
と
し
た
る
は
、
先
王
の
制
に
從
ひ
て
、
尊
王
の
義
を
表
し
た
る
な
り
』
と

説
け
り
。
大
貳
必
ず
や
地
下
に
首
肯
せ
む
。

　
日
暮
れ
む
と
し
て
、
細
雨
ふ
り
か
ゝ
る
。
裸
男
と
山
神
と
は
洋
傘
を
持
ち
た
る
が
、
夜
光
命
は
持
た
ず
。
男

同
士
の
相
合
傘
、
空
し
く
橋
本
の
前
を
過
ぎ
て
、
身
を
電
車
に
投
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2008

年8

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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